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化粧品を科学的に研究し，佐賀発のコスメをアジア・世界へ 
～佐賀県と佐賀大学の取り組み～

佐賀大学リージョナル・イノベーションセンター化粧品科学講座 
佐賀大学 特任教授　徳 留 嘉 寛 

1. は じ め に

佐賀県は北側に玄界灘，南側に有明海という性質の違
う海に囲まれた特殊な地形を持つ稀有な県である。比較
的温暖で，積雪があるのは年に1回程度，地震も少なく，
食べ物も飲み物も美味しいので私にとっては非常に恵ま
れた環境である。薬剤，製剤学的・生物学的な研究を
ベースに化粧品科学を研究してきた筆者が佐賀県で行っ
ている活動を紹介できる機会をいただいたので，簡単に
私の主宰している研究室の紹介をさせていただく。大学
案内などにも取り上げられているので是非御覧いただき
たい 1）。

2. 佐賀県と化粧品

以前から佐賀県と化粧品産業のかかわりは深く，2013
年に一般社団法人ジャパン・コスメティックセンター
（JCC）が佐賀県唐津市に設立されたことが重要な転機と
なっている。JCCはコスメティック分野のビジネス環境
を産学官の連携により整備し，多様な人材の交流と技術
の集積による地域資源を活かした経済活動の活性化と，
グローバル市場への展開を図る推進体制を構築すること
により，唐津市，玄海町を中心とした佐賀県，ひいては

北部九州におけるコスメティック産業の集積と雇用の創
出に寄与することを目的として設立された団体である。
もともと唐津には化粧品企業が多かったこと，さらに
JCCの尽力などによって，現在では化粧品業界では名の
知れた多くの企業が佐賀県に集積している。
県内では唐津から始まった化粧品産業の集積や雇用の
創出をさらに進めるため，佐賀県が人材育成と広報活
動，研究力の向上・発信に力を加える構想（佐賀県コス
メティック構想）を進めることとなった。そして，人材
育成や研究力向上には大学のかかわりが重要であるとい
うことで，2021年に佐賀県・佐賀大学・JCCがいわゆ
る産官学の共同で，佐賀大学の中に化粧品科学共同研究
講座を設置することとなった。さまざまな経緯があり
（ここでは割愛する），徳留がこの講座を主宰することと
なった。

3. 佐賀大学リージョナルイノベーションセンター・ 
化粧品科学共同研究講座の役割

佐賀県コスメティック構想の中で，佐賀大学化粧品科
学共同研究講座（化粧品科学講座）が求められている内
容を図に示した（Fig. 1）。
大きくは，（1）有効成分（素材）の皮膚細胞に対する効
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Fig. 1. 佐賀県コスメティック構想事業で化粧品科学講座が求められている内容．   
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